
　　福島労働局労働基準部健康安全課：TEL 024－536－4603

○熱中症災害を防止しましょう
◦福島県においては、平成28年は休業４日以上の死傷者数は11人発生し、平成27年と比較して８人の減少に至りました。しかしながら、平成28年も熱中
症による死亡災害が発生し、３年連続発生する事態となっております。
福島県で発生した熱中症による労働災害（平成26年から平成28年）のうち、約44％が８月に発生していますので、８月も以下の熱中症対策の徹底が必
要です。

⑴夏休みで熱への順化の喪失が考えられるので、休暇明けの作業開始にあたり、十分に熱への順化を行う。
⑵熱中症防止管理者を選任し、現場の熱中症防止対策の徹底について確認する。
⑶睡眠不足、前日の多量の飲酒、当日の朝食の未摂取等が熱
中症の発症に影響を与えるおそれがあるため、十分な睡眠
をとり、朝食を食べ、多量の飲酒は控える。
⑷作業中は自覚症状の有無にかかわらず、水分及び塩分を定
期的に摂取する。
⑸休憩場所には日除けを設け、クーラーボックス等を備え、
冷たい飲物（飲料水、スポーツドリンク等）、経口補水液、
おしぼり等を準備する。
⑹作業に応じて服装等は透湿性及び通気性の良い服を着用す
る。また、通気性の良い帽子、ヘルメット等を着用する。

○平成29年の労働災害発生状況
◦平成29年６月末日現在の労働災害発生状況は、全産業の死亡災害件数は８件で昨年同期と比較して１件減少しています。死傷数についても前年比で約
10％減少していています。
◦建設業においても平成29年は昨年同期と比較して２件減少しています。

平成29年労働災害発生状況署別対比表（平成29年６月30日現在）� 福島労働局　
業種

年

局 福 島 署 郡 山 署 いわき署 会 津 署 白 河 署 須賀川署 喜多方署 相 馬 署 富 岡 署

死 亡 死傷数 死 亡 死傷数 死 亡 死傷数 死 亡 死傷数 死 亡 死傷数 死 亡 死傷数 死 亡 死傷数 死 亡 死傷数 死 亡 死傷数 死 亡 死傷数

全
産
業

28年 9 868 2 188 1 213 3 160 1 78 1 66 0 52 0 24 1 59 0 28

29年 8 778 2 164 0 167 2 138 0 88 1 74 0 45 0 26 2 52 1 24

増減率 －11 －10 0 －13 －22 －33 －14 13 0 12 －13 8 100 －12 －14

建
設
業

28年 4 185 56 1 35 2 24 7 11 6 4 1 20 22

29年 2 156 38 27 1 21 16 1 9 6 8 14 17

増減率 －50 －16

　　※死傷数は休業４日以上の災害件数を取りまとめたものです。
　　※死亡は内数となります。
　　※増減率は％表示となります。
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安 報情生衛全安 報情生衛全
福島労働局・（一社）福島県労働基準協会・建設業労働災害防止協会福島県支部

　　（一社）福島県労働基準協会：TEL 024－522－6717

④　石綿作業主任者技能講習
　　実施月日：９月21日㈭～22日㈮
　　会　　場：須賀川市民温泉
⑤　酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習
　　実施月日：８月22日㈫～24日㈭
　　会　　場：須賀川市民温泉
　　実施月日：９月12日㈫～14日㈭
　　会　　場：勿来市民会館
　　実施月日：10月17日㈫～19日㈭
　　会　　場：須賀川市民温泉
⑥　有機溶剤作業主任者技能講習
　　実施月日：８月２日㈬～３日㈭
　　会　　場：アピオスペース
　　実施月日：10月30日㈪～31日㈫
　　会　　場：勿来市民会館

【技能講習のご案内（平成29年８月～平成29年10月）】
①　プレス機械作業主任者技能講習
　　実施月日：10月12日㈭～13日㈮
　　会　　場：須賀川市民温泉
②　乾燥設備作業主任者技能講習
　　実施月日：８月30日㈬～31日㈭
　　会　　場：須賀川市民温泉
③　特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者技能講習
　　実施月日：８月28日㈪～29日㈫
　　会　　場：郡山ユラックス熱海
　　実施月日：９月27日㈬～28日㈭
　　会　　場：アピオスペース
　　実施月日：10月24日㈫～25日㈬
　　会　　場：勿来市民会館

【受験準備講習会及び特別教育等のご案内
� （平成29年８月～平成29年10月）】
①　第一種衛生管理者受験準備講習会
　　実施月日：８月７日㈪～９日㈬
　　会　　場：福島県文化センター
　　実施月日：９月４日㈪～６日㈬
　　会　　場：勿来市民会館
②　第二種衛生管理者受験準備講習会
　　実施月日：10月10日㈫～11日㈬
　　会　　場：福島県青少年会館
③　除染等業務作業指揮者教育
　　実施月日：８月18日㈮
　　会　　場：福島県青少年会館
④　有機溶剤作業主任者能力向上教育
　　実施月日：９月８日㈮
　　会　　場：須賀川市民温泉

　　建設業労働災害防止協会福島県支部：TEL 024－522－2266

東日本大震災及び平成28年熊本地震に係る復旧・復興工事安全衛生確保支援事業のご案内
（事業の実施事項）
　この事業は、国の委託事業として行われるため、以下の事業は「無料」でご利用いた
だけます。
　　１．安全衛生巡回指導
　　２．基礎的な安全衛生教育
　　３．管理監督者等に対する安全衛生教育

お問い合わせ先
震災復旧復興工事労災防止支援センター 福島支援センター
　〒960－8061
　　福島県福島市五月町４－25　福島県建設センター３階
　　　TEL　070－4129－2067
　　　FAX　024－522－4513

○熱中症災害を防止しましょう 

・福島県においては、平成 28 年は休業 4日以上の死傷者数は 11 人発生し、平成 27 年と比較し

て 8人の減少に至りました。しかしながら、平成 28 年も熱中症による死亡災害が発生し、3 年

連続発生する事態となっております。 

 福島県で発生した熱中症による労働災害(平成 26 年から平成 28 年)のうち、約 44％が 8 月に発

生していますので、8月も以下の熱中症対策の徹底が必要です。 

 

（１）夏休みで熱への順化の喪失が考えられるので、休暇明けの作業開始にあたり、十分に熱への

順化を行う。 

（２）熱中症防止管理者を選任し、現場の熱中症防止対策の徹底について確認する。 

（３）睡眠不足、前日の多量の飲酒、当日の朝食の未摂取等が熱中症の発症に影響を与えるおそれ

があるため、十分な睡眠をとり、朝食を食べ、多量の飲酒は控える。 

（４）作業中は自覚症状の有無にかかわらず、水分及び塩分を定期的に摂取する。 

（５）休憩場所には日除けを設け、クーラーボックス等を備え、冷たい飲物（飲料水、スポーツド

リンク等）、経口補水液、おしぼり等を準備する。 

（６）作業に応じて服装等は透湿性及び通気性の良い服を着用する。また、通気性の良い帽子、ヘ

ルメット等を着用する。 

 

 

 

○平成 29 年の労働災害発生状況 

・平成 29 年 6 月末日現在の労働災害発生状況は、全産業の死亡災害件数は 8件で昨年同期と比

較して 1件減少しています。 

 死傷数についても前年比で約 10％減少していています。 

・建設業においても平成 29 年は昨年同期と比較して 2件減少しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
※死傷数は休業 4日以上の災害件数を取りまとめたものです。 

※死亡は内数となります。 

※増減率は％表示となります。 
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福島県内の熱中症による労働災害発生状況 

死 亡 死 傷数 死 亡 死 傷数 死 亡 死 傷数 死 亡 死 傷数 死 亡 死 傷数 死 亡 死 傷数 死 亡 死 傷数 死 亡 死 傷数 死 亡 死 傷数 死 亡 死 傷数

２８年 9 868 2 188 1 213 3 160 1 78 1 66 0 52 0 24 1 59 0 28
２９年 8 778 2 164 0 167 2 138 0 88 1 74 0 45 0 26 2 52 1 24
増減率 -11 -10 0 -13 　 -22 -33 -14 　 13 0 12 　 -13 　 8 100 -12 　 -14
２８年 4 185 56 1 35 2 24 7 11 6 4 1 20 22
２９年 2 156 38 27 1 21 16 1 9 6 8 14 17
増減率 -50 -16

建 設 業

いわき署 会津署 白河署 須賀川署 喜多方署 相馬署

平成２９年労働災害発生状況署別対比表（平成２９年６月３０日現在）

福島労働局

業種 年
局 福島署 郡山署

全 産 業

富岡署

福島県内の熱中症による労働災害発生状況


